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「
神
経
病
理
学
」

平
成
三
十
年
四
月
よ
り
副
院
長
に
着
任
し
ま

し
た
中
島
貴
也
で
す
。
元
々
は
神
経
病
理
学
を

専
門
に
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
神
経
病
理

学
は
認
知
症
、
神
経
病
変
疾
患
の
細
胞
レ
ベ
ル

の
変
化
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
ん
ぱ
く
質
の
変
化
、
酵
素
の
変
化
や
有
無
、

有
害
物
質
に
よ
る
変
化
の
過
程
や
原
因
を
研
究

す
る
学
問
で
す
。
時
に
は
電
子
顕
微
鏡
を
使
用

し
て
写
真
を
撮
り
暗
室
に
こ
も
っ
て
現
像
に
数

時
間
を
要
し
ま
し
た
。
失
敗
九
十
％
成
功
十
％

で
し
た
。
そ
の
十
％
を
繰
り
返
す
作
業
と
結
果

を
粘
り
強
く
記
録
し
ま
し
た
。
臨
床
と
か
け
離

れ
た
こ
も
り
き
り
の
研
究
生
活
は
少
し
心
が
澱

ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
。

最
近
は
、
た
ん
ぱ
く
質
、

酵
素
の
遺
伝
子
レ
ベ
ル
研
究

や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
の
分
野

か
ら
認
知
症
、
神
経
変
性
疾

患
の
原
因
検
索
、
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
認
知
症
や

神
経
変
性
疾
患
の
原
因
た
ん
ぱ
く
質
を
特
定

し
て
、
削
除
ま
た
は
正
常
型
に
変
性
さ
せ
る

こ
と
で
治
療
に
繋
げ
る
研
究
で
あ
り
、
い
わ

ば
認
知
症
や
神
経
変
性
疾
患
へ
の
発
症
プ
ロ

セ
ス
へ
直
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。

変
性
が
起
こ
っ
て
か
ら
観
察
し
て
た
ん
ぱ
く

質
と
の
関
連
を
研
究
す
る
神
経
病
理
学
と
は

違
う
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で

す
。神

経
病
理
学
の
知
識
や
研
究
で
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
臨
床
現
場
で
活
か
し
、
そ
の
と
き

に
得
た
論
理
的
思
考
、
観
察
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
考
察
を
臨
床
現
場
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
治
療
は
も
ち
ろ
ん
、
院
内
に
お
け
る
ス
タ
ッ

フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
の
皆

様
と
の
連
携
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

大村病院の正面玄関を入って、すぐに医事課があります。患者様が来院された際に最初にお会いす

るところです。現在、職員は7名です。来院された方の不安を少しでも和らげ、快適に診察を受けてい

ただけるように日々心がけております。

外来受付では、診察の受付、保険者証の確認や変更手続き、新規患者様の登録、カルテの作成、診

察券の発行、自立支援医療の案内、診療費の請求などを行います。当院は保険診療を行っております

ので、保険者証、その他受給者証を必ずご提示いただいております。また、随時確認させていただく

ことがございます。

入院受付では、入退院の手続きおよび入院費の算定・請求を行っています。入院患者様の面会、外

出、外泊の受付、入院費やお小遣いのお支払はこちらの窓口となります。

保険請求業務は、1か月の診療内容をまとめた診療報酬明細書（レセプト）を作成し、また、社会保

険や国民健康保険等へ請求するとともに、請求漏れ防止に取り組んでいます。

近年、医療費制度がめまぐるしく変化しています。わからないことがあれば、気軽にお尋ねくださ

い。医療福祉相談室と連携して、患者様やご家族のご負担の軽減に努めております。

皆様に安心していただけるように、これからも笑顔で対応していきたいと思っております。

医事課 上月 勇

大 村 病 院

副 院 長

中島 貴也

大村病院広報誌

じゅこう

2019年4月vol.25

樹
光

医事課からこんにちは



「発達障害」について

-2-

発達障害は、生まれつき脳の発達が通常と違っているために、不得手な部分があっ

たり生きにくさを感じたりするものです。生まれつきの特性であり、本人の性格や育

て方のせいではありません。

いくつかのタイプに分類されており、自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）注意欠損・

多動性障害（ＡＤＨＤ）学習障害（ＬＤ）などが含まれます。

・自閉症スペクトラム障害
臨機応変な対人関係やコミュニケーションが苦手、興味や行動の偏り（こだわり）

が特徴です。視線が合いにくい、他の子どもに関心がないなどの様子で気づかれるこ

とが多く、興味のあることには熱中できる一方、初めてのことや予定変更は苦手でな
じむのに時間がかかります。周囲からの理解を受けて成長すると、症状が目立たなく

なる人や、能力の凸凹をうまく活かして社会に活躍する人もいます。

・注意欠如・多動性障害（ＡＤＨＤ）
注意散漫、落ち着きがなく衝動的な行動をとるなどの特徴があります。周囲が適切

な接し方を学ぶペアレントトレーニングや薬物療法が有効です。

・学習障害（ＬＤ）

知的発達に問題がないのに、読む、書く、計算するなど特定の事柄のみがとりわけ

難しい状態です。教育的な支援が重要で、大きなマス目のノートや絵を使って視覚化

する、教科書を音読するＩＴ機器を補助的に用いるなどの工夫が行われています。

発達障害は、このような特性のため、学校や職場でうまくいかない経験をすること

が多く、二次的に不安症状やうつ症状を合併する場合があります。その特性を本人や

家族・周囲がよく理解し、その人にあったやり方で日常生活や学校職場で工夫をし、
本来持っている力を発揮できるようにすることが重要です。

医師 高橋 亜由美
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デイケア みちしば

《デイケアとは？》

外来通院中の方が、仲間との交流や活動の中で自信を取り戻し、少しでも充実し

た自分なりの生活ができるようになることを応援する場です。

みちしばでは、メンバーとスタッフが協力して様々な活動を行っています。

《どんな方がデイケアを利用しますか？》

・生活のリズムをつけたい！
・体力をつけたい！

・人付き合いが上手くなりたい！

・まず家から出ることから始めたい！

・気分転換したい！
・将来のことを考えたい！

・働くための準備がしたい！

《スタッフは？》

・医師 ・看護師 ・作業療法士 ・精神保健福祉士 ・管理栄養士 ・助手

《利用時間》

◎デイケア ９：００～１５：３０

◎ショートケア ９：００～１２：００
１２：３０～１５：３０

＊受診日は、デイケアで活動しながら待ち時間を過ごすことができます。

《利用までの流れ》

主治医に相談
↓

見学および体験の日程調整

↓
デイケアの見学・体験

↓

主治医へデイケアの処方箋依頼（他院通院中の方は紹介状）

↓
デイケアスタッフと面談

↓

デイケア利用開始

曜日ごとでプログラムが違っています。プログラムは自由参加です。

院外に出かけるレクリエーションも多数予定しています。

一人ひとりの希望・目標に合わせて利用していただけたらと思います。



●ご意見・お問合せ

大村病院広報委員会 ohmura@ohmura-hp.net
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大村病院基本理念

私たちは

１医療を行うに当たり「ヒポクラテスの誓い」を、行

動の倫理的基盤とし、常に自らの行為が「誓い」の

精神にかなうように努めます。

２慈愛に満ちた良質な医療を提供するために、専門職

業人としての能力を研鑽するように努めます。

３患者さま個人の尊厳に重きをおき、人権に配慮され

た親切で丁寧な対応をするように努めます。

４医療を通して地域社会に貢献し、人々の健康維持、

増進に寄与するように努めます。

故堀田光雄氏が多数のコレクションと建屋を三木

市に寄贈されたことによって１９８２年（昭和５７

年）に開館しました。コレクションの幅は広く洋画・

日本画、書・彫刻・陶芸から海外の工芸品にまで及

んでいます。多くの受贈館蔵品を加え、堀田氏の信

念を受け継いでいます。

住所 兵庫県三木市上の丸町４－６ 三木城址

休館日 祝日でない月曜日

開館時間 9:00～12:00/13:00～17:00

（１０月～３月は１６：００まで）

お出 かけ ス ポッ ト

掘光美術館

●
編
集
後
記

夜
勤
の
朝
、
検
温
に
行
く
と

患
者
様
が
窓
か
ら
見
え
る
朝
日

に
手
を
あ
わ
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

朝
霧
に
霞
む
三
木
の
町
の
向

こ
う
か
ら
真
っ
赤
な
太
陽
が
昇

る
の
を
眺
め
な
が
ら
「
今
日
も

暖
か
く
な
り
そ
う
で
す
ね
」
と

声
を
掛
け
る
と
心
が
ほ
ん
の
り

温
か
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。大

村
病
院
か
ら
見
え
る
春
の

景
色
と
共
に
温
か
く
み
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
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光
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関連病院・施設等

デイケアセンターみちしば
〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話:0794-82-1132 Fax:0794-83-5739

グループホーム・就労継続支援Ｂ型 こもれび
〒673-0404 兵庫県三木市大村1074番地190

電話&Fax：0794-82-2173

グループホーム ひかり
〒673-0404 兵庫県三木市大村1074番地223

電話&Fax：0794-86-0775

あぷい 居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション あぷい
訪問介護 あぷい
〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話&Fax:0794-83-66

小野市障がい者地域生活・相談支援センター
〒675-1380 小野市王子町801

福祉総合支援センター内

電話:0794-63-1000

一般財団法人仁明会 仁明会病院
〒662-0001 兵庫県西宮市甲山町53－20

電話:0798-71-3001 Fax:0798-72-6004

http://www.jinmeikai-hospital.or.jp/

医療法人財団樹徳会 上ヶ原病院
〒662-0884 兵庫県西宮市上ヶ原十番町1-85

電話:0798-52-2001 Fax:0798-54-5176
http://www.uegahara.net

医療法人樹光会 大村病院

〒673-0404 兵庫県三木市大村200番地

電話:0794-82-1132 FAX:0794-83-5739

http：//www.ohmura-hp.net/
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